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確定申告期における対応

➢ 国税庁においては、納税者が税務署等に行かずにいつでも申告ができるよう、自宅等か
らの電子申告を推進しており、特に、スマートフォンを利用した自宅等からの申告は年々
増加しているところ。

➢ 例えば、スマートフォンのカメラで給与所得の源泉徴収票を読み取り、所定の項目に金額
等を自動入力する機能を追加。

➢ また、これまではパソコンで申告書を電子的に提出する際、マイナンバーカードを読み取
るためにICカードリーダライタを用意する必要があったが、これをスマートフォンで代替
できる機能が追加されるなど、利便性の向上を図っている。

【自宅等からのe-Tax利用を推進に向けた広報・機能改善】
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確定申告期における対応

➢ 令和２年分の確定申告より、申告に必要な控除証明書等のデータをマイナポータル経由
で一括取得し、申告書に自動入力する機能（マイナポータル連携）を実現。マイナポータル
連携の対象データを順次拡大するなど、更なる利便性向上に取り組んでいる。

【自宅等からのe-Tax利用を推進に向けた広報・機能改善】

4



確定申告期における対応

➢ 電子申告の際に申告手続や税の取扱いに関して質問のある方が、税務署に行かずにその
問題を自己解決できるようにするため、確定申告専用の電話相談センターを設けるほか、
ホームページ上に「チャットボット」を提供し、納税者をサポートしている。

【チャットボットによる相談の流れ】

① 相談内容を選択 ② 相談画面 ③ 相談結果

相談の内容を選択 相談のしかたは２通り

① メニューから選択

② 文字で入力

24時間、いつでも
チャットボットによる
相談を受け付けてい
ます。
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確定申告期における対応

➢ 国税庁ホームページに掲載しているインターネット番組（税に関する動画）「Web-TAX-
TV」やYoutubeの「国税庁動画チャンネル」では、確定申告期に限らず、国税に関する各
種情報のほかパソコン・スマートフォンを利用した申告手続の方法についても動画で紹介
している。

【パソコン・スマートフォンを利用した申告手続の動画での紹介】
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確定申告期における対応

【国税庁ホームページ「タックスアンサー（よくある税の質問）」】

➢ 国税庁ホームページでは、よくある税の質問に対する一般的な回答を掲載した「タックス
アンサー」による情報提供を実施している。

○ 自分に合った条件から探す
～４つの質問に答えることで、必要な情報を検索可能～

○ よく見られている項目をトップページに表示

○ ライフイベント等に応じた条件から探す
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確定申告期における対応

➢ このように、確定申告については、自宅からパソコンやスマートフォンを利用し、e-Taxで
手続きしていただくことを基本としているところ。

➢ 確定申告会場への来場や税理士への依頼をせず、自宅から納税者ご自身によりe-Tax
で申告書を提出した方は、令和２年分の約1.4倍となる442万人で、約122万人増加。

➢ 自宅から納税者ご自身によりe-Taxで申告書を提出した方の数は、税務署の確定申告
会場で所得税等の申告書を作成・提出した方の数を、初めて上回った。

確定申告は自宅からのe-Taxがスタンダードに

既に86％の方が、
確定申告会場に来場せずに確定申告。

確定申告会場で申告

311万人（14%）

確定申告会場以外で申告

1,974万人（86%）
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確定申告期における対応

➢ その上でも、なお、税務署が運営する確定申告会場での相談を希望される納税者に対し
ては、個々の事情に応じ、丁寧にサポートを行っている。

【国税庁ホームページにおける案内】
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確定申告会場における対応

➢ 税務署が運営する確定申告会場（例年２月～３月に開設）では、多くの方がご自身で所有
するスマートフォンや会場備付のパソコンを操作して申告書を作成・送信。

➢ 申告書作成に当たり所得税等の取扱いに関する質問がある場合や、スマートフォン・パソ
コンの操作に不明点がある場合は、都度、職員が応対。

➢ 相談会場での申告書の作成等が特に身体に負担になるなど、配慮が必要な来場者につ
いては、着座で相談が可能な個別相談コーナーへ案内し、職員が丁寧に応対。

申告相談会場

受付

準備・
書類整理

申告書の作成・送信（申告相談）

着座で個別に申告相談を受ける
ことができるコーナーに案内

配慮が必要な来場者
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➢ 着座で相談が可能な個別相談コーナーでは、特に配慮が必要な高齢者や四肢に障害のあ
る方など、身体が不自由な来場者が安心して申告に関する相談ができるよう、プライバ
シーに配慮しつつ職員が個別に応対。

➢ 例えば、視覚に障害がある方については、職員が金額を読み上げて意思疎通を図ることや、
聴覚に障害がある方については筆談により対応するなど、状況に応じて丁寧に対応。

➢ また、会場により、具合が悪くなった方などのための休憩スペースや、ベビーケアスペース
（授乳室）を確保。

・着座で相談可能な個別コーナーに案内
・来場者の個別事情に応じて丁寧に対応

確定申告会場における対応
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➢ 税務署においては、高齢者や障がいのある方の利用を考慮して、従前より、エレ
ベーターやスロープ、車いす対応トイレの設置など、バリアフリー施設の整備を進
めている。

− 車いすの方やお年寄りの上層階への移動のため、エレベーターを設置。

− エレベーターは、７割の庁舎に設置しており、設置されていない税務署について
は、１階に職員呼び出し用の電話を置いて案内するなど個別に対応。

税務署庁舎における対応

エレベーター 12



− スロープや誘導ブロックなどは、全ての税務署に整備。

− 段差には、車いすの方やお年寄りのために傾斜の緩やかなスロープ、手すりを
設置、また、視覚障がい者のために誘導ブロックを設置。

税務署庁舎における対応

スロープ 誘導ブロック
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− 車いす対応トイレや車いす使用者駐車施設などについても、９割以上の税務署
に整備。

− 車いす対応トイレの入り口は、広く引き戸にするほか、手すり設置、手洗い場を
低く配置するなど、高齢者や障がいのある方に配意。

税務署庁舎における対応

車いす対応トイレ 14車いす使用者駐車施設



➢ 国税庁では、高齢者や障がいのある方も含めて、誰もがホームページ等で提供される情報
や機能を支障なく利用できるよう、日本産業規格及び総務省のガイドラインに基づき、ウェ
ブアクセシビリティの確保に取り組んでいる。

➢ 具体的には、国税庁ホームページにおいて、音声読み上げ機能や文字拡大機能を設けるな
ど、使用する方に配慮したコンテンツの提供に努めている。

国税庁におけるウェブアクセシビリティへの対応

国税ウェブ
サイトガイ
ドライン

みんなの公共サイト
運用ガイドライン

日本産業規格

音声読み上げ機能や文字拡大
機能を設けるなど、ウェブアク
セシビリティの確保に取り組ん
でいます。
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